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   Ｇ ０ １ Ｎ 2 7 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ １ ２ Ｍ 1 / 3 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｇ ０ １ Ｎ 1 5 / 1 2 　 　 　 Ａ 　 　 　
　 Ｇ ０ １ Ｎ 2 7 / 0 0 　 　 　 Ｚ 　 　 　
　 Ｃ １ ２ Ｍ 1 / 3 4 　 　 　 Ｄ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 8 月 5 日 ( 2 0 2 2 . 8 . 5 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 積 層 さ れ て 接 合 さ れ た 複 数 の 板 と 、
　 前 記 板 の 少 な く と も １ つ に 形 成 さ れ 、 第 １ の 液 体 が 貯 留 さ れ る 上 方 の 液 体 空 間 と 、
　 前 記 板 の 少 な く と も １ つ に 形 成 さ れ 、 前 記 上 方 の 液 体 空 間 の 下 方 に 配 置 さ れ 、 第 ２ の 液  
体 が 貯 留 さ れ る 下 方 の 液 体 空 間 と 、
　 前 記 板 の 少 な く と も １ つ に 配 置 さ れ 、 前 記 上 方 の 液 体 空 間 と 前 記 下 方 の 液 体 空 間 と を 接  
続 す る 接 続 孔 と 、
　 粒 子 解 析 装 置 の 上 面 で 開 口 す る 開 口 部 を 有 し 、 前 記 板 の 少 な く と も １ つ を 貫 通 し て 、 前  
記 上 面 か ら 前 記 上 方 の 液 体 空 間 に 延 び 、 前 記 第 １ の 液 体 が 流 動 す る 第 １ の 孔 と 、
　 前 記 上 面 で 開 口 す る 開 口 部 を 有 し 、 前 記 板 の 少 な く と も ２ つ を 貫 通 し て 、 前 記 上 面 か ら  
前 記 下 方 の 液 体 空 間 に 延 び 、 前 記 第 ２ の 液 体 が 流 動 す る 第 ２ の 孔 と 、
　 前 記 板 の ２ つ の 間 に 挟 ま れ て お り 、 前 記 第 １ の 孔 の 途 中 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ の 孔 を 通  
じ て 前 記 上 方 の 液 体 空 間 内 の 前 記 第 １ の 液 体 に 電 位 を 与 え る 薄 板 で あ る 第 １ の 電 極 と 、
　 前 記 第 １ の 電 極 が 挟 ま れ て い る の と 同 じ ２ つ の 板 の 間 に 挟 ま れ て お り 、 前 記 第 ２ の 孔 の  
途 中 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ の 孔 を 通 じ て 前 記 下 方 の 液 体 空 間 内 の 前 記 第 ２ の 液 体 に 電 位 を  
与 え る 薄 板 で あ る 第 ２ の 電 極 と 、
　 前 記 上 面 で 開 口 す る 開 口 部 を 有 し 、 前 記 板 の 少 な く と も １ つ を 貫 通 し て 、 前 記 上 面 か ら  
前 記 第 １ の 電 極 に 延 び る 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 と 、
　 前 記 上 面 で 開 口 す る 開 口 部 を 有 し 、 前 記 板 の 少 な く と も １ つ を 貫 通 し て 、 前 記 上 面 か ら  
前 記 第 ２ の 電 極 に 延 び る 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 と を 備 え 、
　 粒 子 解 析 装 置 の い か な る 側 面 で も 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 が 露 出 し な い
粒 子 解 析 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 粒 子 解 析 装 置 の い か な る 側 面 か ら も 間 隔 を お い た  
位 置 に 配 置 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 粒 子 解 析 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
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　 前 記 第 １ の 電 極 は 、 前 記 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 の 内 部 で 終 端 し 、 前 記 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔  
の 外 側 の 端 部 よ り も 粒 子 解 析 装 置 の １ つ の 側 面 か ら 遠 く 、 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 前 記 第 ２ の  
電 極 棒 挿 入 孔 の 内 部 で 終 端 し 、 前 記 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 の 外 側 の 端 部 よ り も 粒 子 解 析 装 置  
の 前 記 １ つ の 側 面 か ら 遠 い
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 粒 子 解 析 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 は 、 前 記 １ つ の 側 面 側 に 内 周 壁 を 有 し 、 前 記 第 １ の 電 極 は 、 前  
記 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 の 前 記 内 周 壁 か ら 離 れ た 端 部 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 は 、 前 記 １ つ の 側 面 側 に 内 周 壁 を 有 し 、 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 前  
記 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 の 前 記 内 周 壁 か ら 離 れ た 端 部 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 粒 子 解 析 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 は 、 前 記 １ つ の 側 面 側 に 内 周 壁 を 有 し 、 前 記 第 １ の 電 極 は 、 前  
記 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 の 前 記 内 周 壁 に 接 触 す る 端 部 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 は 、 前 記 １ つ の 側 面 側 に 内 周 壁 を 有 し 、 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 前  
記 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 の 前 記 内 周 壁 に 接 触 す る 端 部 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 粒 子 解 析 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 は 、 粒 子 解 析 装 置 の １ つ の 側 面 側 に 内 周 壁 を 有 し 、 前 記 第 １ の  
電 極 は 、 前 記 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 の 前 記 内 周 壁 を 超 え て 、 前 記 １ つ の 側 面 に 向 け て 延 び る  
端 部 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 は 、 前 記 １ つ の 側 面 側 に 内 周 壁 を 有 し 、 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 前  
記 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 の 前 記 内 周 壁 を 超 え て 、 前 記 １ つ の 側 面 に 向 け て 延 び る 端 部 を 有 す  
る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 粒 子 解 析 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の 電 極 の 周 囲 の 全 体 に わ た っ て 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 の 直 上 の 板  
が 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 の 直 下 の 板 に 液 密 に 接 合 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の 電 極 の 周 囲 の 全 体 に わ た っ て 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 の 直 上 の 板  
が 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 の 直 下 の 板 に 液 密 に 接 合 さ れ て お り 、
　 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 の 間 に は 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 の 直 上 の  
板 が 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 の 直 下 の 板 に 液 密 に 接 合 さ れ て い る 領 域 が 介 在 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 粒 子 解 析 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
  前 記 第 １ の 電 極 は 、 前 記 第 １ の 孔 の 周 囲 に 形 成 さ れ た 円 環 部 と 、 前 記 円 環 部 に 接 続 さ れ  
前 記 円 環 部 の 外 径 よ り 小 さ い 幅 を 持 つ 矩 形 の 延 長 部 と を 有 し 、 前 記 第 １ の 電 極 の 前 記 延 長  
部 が 前 記 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 内 に 配 置 さ れ 、
  前 記 第 １ の 孔 は 、 前 記 第 １ の 電 極 の 前 記 円 環 部 よ り 上 方 に あ る 上 部 と 、 前 記 第 １ の 電 極  
の 前 記 円 環 部 よ り 下 方 に あ る 下 部 と を 有 し 、 前 記 上 部 の 直 径 は 前 記 下 部 の 直 径 よ り 大 き く  
、
  前 記 第 ２ の 電 極 は 、 前 記 第 ２ の 孔 の 周 囲 に 形 成 さ れ た 円 環 部 と 、 前 記 円 環 部 に 接 続 さ れ  
前 記 円 環 部 の 外 径 よ り 小 さ い 幅 を 持 つ 矩 形 の 延 長 部 と を 有 し 、 前 記 第 ２ の 電 極 の 前 記 延 長  
部 が 前 記 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 内 に 配 置 さ れ 、
  前 記 第 ２ の 孔 は 、 前 記 第 ２ の 電 極 の 前 記 円 環 部 よ り 上 方 に あ る 上 部 と 、 前 記 第 ２ の 電 極  
の 前 記 円 環 部 よ り 下 方 に あ る 下 部 と を 有 し 、 前 記 第 ２ の 孔 の 前 記 上 部 の 直 径 は 前 記 第 ２ の  
孔 の 前 記 下 部 の 直 径 よ り 大 き い
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 粒 子 解 析 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
  前 記 第 １ の 電 極 の 前 記 円 環 部 は 、 前 記 第 １ の 孔 の 前 記 上 部 の 直 径 よ り も 大 き い 外 径 を 有  
し 、
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  前 記 第 ２ の 電 極 の 前 記 円 環 部 は 、 前 記 第 ２ の 孔 の 前 記 上 部 の 直 径 よ り も 大 き い 外 径 を 有  
す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 粒 子 解 析 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の あ る 態 様 に 係 る 粒 子 解 析 装 置 は 、 積 層 さ れ て 接 合 さ れ た 複 数 の 板 と 、 前 記 板 の  
少 な く と も １ つ に 形 成 さ れ 、 第 １ の 液 体 が 貯 留 さ れ る 上 方 の 液 体 空 間 と 、 前 記 板 の 少 な く  
と も １ つ に 形 成 さ れ 、 前 記 上 方 の 液 体 空 間 の 下 方 に 配 置 さ れ 、 第 ２ の 液 体 が 貯 留 さ れ る 下  
方 の 液 体 空 間 と 、 前 記 板 の 少 な く と も １ つ に 配 置 さ れ 、 前 記 上 方 の 液 体 空 間 と 前 記 下 方 の  
液 体 空 間 と を 接 続 す る 接 続 孔 と 、 粒 子 解 析 装 置 の 上 面 で 開 口 す る 開 口 部 を 有 し 、 前 記 板 の  
少 な く と も １ つ を 貫 通 し て 、 前 記 上 面 か ら 前 記 上 方 の 液 体 空 間 に 延 び 、 前 記 第 １ の 液 体 が  
流 動 す る 第 １ の 孔 と 、 前 記 上 面 で 開 口 す る 開 口 部 を 有 し 、 前 記 板 の 少 な く と も ２ つ を 貫 通  
し て 、 前 記 上 面 か ら 前 記 下 方 の 液 体 空 間 に 延 び 、 前 記 第 ２ の 液 体 が 流 動 す る 第 ２ の 孔 と 、  
前 記 板 の ２ つ の 間 に 挟 ま れ て お り 、 前 記 第 １ の 孔 を 通 じ て 前 記 上 方 の 液 体 空 間 内 の 前 記 第  
１ の 液 体 に 電 位 を 与 え る 薄 板 で あ る 第 １ の 電 極 と 、 前 記 第 １ の 電 極 が 挟 ま れ て い る の と 同  
じ ２ つ の 板 の 間 に 挟 ま れ て お り 、 前 記 第 ２ の 孔 を 通 じ て 前 記 下 方 の 液 体 空 間 内 の 前 記 第 ２  
の 液 体 に 電 位 を 与 え る 薄 板 で あ る 第 ２ の 電 極 と 、 前 記 上 面 で 開 口 す る 開 口 部 を 有 し 、 前 記  
板 の 少 な く と も １ つ を 貫 通 し て 、 前 記 上 面 か ら 前 記 第 １ の 電 極 に 延 び る 第 １ の 電 極 棒 挿 入  
孔 と 、 前 記 上 面 で 開 口 す る 開 口 部 を 有 し 、 前 記 板 の 少 な く と も １ つ を 貫 通 し て 、 前 記 上 面  
か ら 前 記 第 ２ の 電 極 に 延 び る 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 と を 備 え る 。 粒 子 解 析 装 置 の い か な る 側  
面 で も 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 が 露 出 し な い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 態 様 に お い て は 、 第 １ の 液 体 に 電 位 を 与 え る 第 １ の 電 極 と 、 第 ２ の 液 体 に 電 位 を 与  
え る 第 ２ の 電 極 が 同 じ ２ つ の 板 の 間 に 挟 ま れ て 、 同 じ 高 さ レ ベ ル に 配 置 さ れ て い る 。 第 １  
の 電 極 に は 、 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 に 挿 入 さ れ る 第 １ の 電 極 棒 が 接 触 さ せ ら れ 、 第 ２ の 電 極  
に は 、 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 に 挿 入 さ れ る 第 ２ の 電 極 棒 が 接 触 さ せ ら れ る 。 第 １ の 電 極 棒 挿  
入 孔 と 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 の 各 々 は 、 粒 子 解 析 装 置 の 上 面 か ら 電 極 に 延 び て 、 粒 子 解 析 装  
置 １ の い ず れ の 側 面 で も 開 口 せ ず 、 粒 子 解 析 装 置 の 側 面 で は 第 １ の 電 極 と 第 ２ の 電 極 が 露  
出 し な い 。 し た が っ て 、 第 １ の 液 体 が 第 １ の 孔 の 内 部 か ら ２ つ の 板 の 間 で 第 １ の 電 極 に 沿  
っ て 漏 出 し た 場 合 、 漏 出 し た 液 体 は 、 板 の 壁 で 囲 ま れ た 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 に 侵 入 す る と  
し て も 、 粒 子 解 析 装 置 の 側 面 に は 漏 出 し に く い 。 こ の た め 、 第 １ の 電 極 と 第 ２ の 電 極 の 間  
隔 が 十 分 大 き く 、 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 と 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 の 間 隔 が 十 分 大 き け れ ば 、 第  
１ の 孔 の 内 部 か ら 漏 出 し た 液 体 が 第 １ の 電 極 と 第 ２ の 電 極 の 短 絡 を 引 き 起 こ す お そ れ が 小  
さ い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 方 、 第 ２ の 液 体 が 第 ２ の 孔 の 内 部 か ら ２ つ の 板 の 間 で 第 ２ の 電 極 に 沿 っ て 漏 出 し た 場  
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合 、 漏 出 し た 液 体 は 、 板 の 壁 で 囲 ま れ た 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 に 侵 入 す る と し て も 、 粒 子 解  
析 装 置 の 側 面 に は 漏 出 し に く い 。 こ の た め 、 第 １ の 電 極 と 第 ２ の 電 極 の 間 隔 が 十 分 大 き く  
、 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 と 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 の 間 隔 が 十 分 大 き け れ ば 、 第 ２ の 孔 の 内 部 か  
ら 漏 出 し た 液 体 が 第 １ の 電 極 と 第 ２ の 電 極 の 短 絡 を 引 き 起 こ す お そ れ が 小 さ い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 チ ッ プ ２ ４ が 脆 性 材 料 で 形 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 チ ッ プ ２ ４ の 破 損 を 防 止 す る た め 、  
チ ッ プ ２ ４ の 周 囲 の 板 ４ ， ６ の 少 な く と も 一 方 は 、 上 記 の 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ て い る こ と  
が 好 ま し い 。 ま た 、 チ ッ プ ２ ４ の 接 続 孔 ２ ６ 内 の 液 体 が 漏 れ な い よ う に 、 チ ッ プ ２ ４ が 嵌  
め 込 ま れ る 板 ６ は 、 上 記 の 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し く 、 板 ６ の 凹 部 ６ ｈ は  
、 チ ッ プ ２ ４ が 締 ま り 嵌 め さ れ る の に 適 し た 寸 法 （ 水 平 方 向 の 寸 法 ） を 有 す る の が 好 ま し  
い 。 さ ら に 、 チ ッ プ ２ ４ の 下 面 と 板 ４ の 上 面 と の 間 に 隙 間 が 発 生 し な い よ う に 、 凹 部 ６ ｈ  
の 深 さ は 、 チ ッ プ ２ ４ の 高 さ と 同 じ か 、 そ れ よ り も 僅 か に 小 さ い こ と が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 円 環 部 ４ ２ と 反 対 側 の 延 長 部 ４ ４ の 端 部 は 、 直 上 の 板 １ ０ の 電 極 棒 挿 入 孔 ３ ２ ま た は ３  
４ に 重 な る 。 延 長 部 ４ ４ の 幅 は 円 環 部 ４ ２ の 外 径 よ り 小 さ い 。 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 ３ ２ に  
挿 入 さ れ た 第 １ の 電 極 棒 ４ ６ は 、 第 １ の 電 極 ２ ８ の 延 長 部 ４ ４ に 接 触 さ せ ら れ 、 第 ２ の 電  
極 棒 挿 入 孔 ３ ４ に 挿 入 さ れ た 第 ２ の 電 極 棒 ４ ８ は 、 第 ２ の 電 極 ３ ０ の 延 長 部 ４ ４ に 接 触 さ  
せ ら れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 し か し 、 電 極 棒 挿 入 孔 ３ ２ ， ３ ４ の 各 々 は 、 粒 子 解 析 装 置 １ の 上 面 か ら 電 極 ２ ８ ま た は  
３ ０ に 延 び て 、 粒 子 解 析 装 置 １ の い ず れ の 側 面 １ Ａ ， １ Ｂ ， １ Ｃ ， １ Ｄ で も 開 口 せ ず 、 粒  
子 解 析 装 置 １ の 側 面 １ Ａ ， １ Ｂ ， １ Ｃ ， １ Ｄ で は 第 １ の 電 極 ２ ８ と 第 ２ の 電 極 ３ ０ が 露 出  
し な い 。 電 極 ２ ８ ， ３ ０ も ま た 、 粒 子 解 析 装 置 １ の ど の 側 面 か ら も 間 隔 を お い た 位 置 に 配  
置 さ れ て い る 。 電 極 ２ ８ は 、 電 極 棒 挿 入 孔 ３ ２ の 内 部 で 終 端 し 、 電 極 棒 挿 入 孔 ３ ２ の 側 面  
１ Ａ 側 の 端 部 （ 孔 ３ ２ の 外 側 の 端 部 ） よ り も 粒 子 解 析 装 置 １ の 側 面 １ Ａ か ら 遠 い 。 電 極 ３  
０ も 、 電 極 棒 挿 入 孔 ３ ４ の 内 部 で 終 端 し 、 電 極 棒 挿 入 孔 ３ ４ の 側 面 １ Ａ 側 の 端 部 （ 孔 ３ ４  
の 外 側 の 端 部 ） よ り も 粒 子 解 析 装 置 １ の 側 面 １ Ａ か ら 遠 い 。 し た が っ て 、 第 １ の 液 体 ３ ７
が 第 １ の 孔 ２ ０ Ａ の 内 部 か ら ２ つ の 板 １ ０ ， ８ の 間 で 第 １ の 電 極 ２ ８ に 沿 っ て 漏 出 し た 場  
合 、 漏 出 し た 液 体 は 、 板 １ ０ ， ８ の 壁 で 囲 ま れ た 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 ３ ２ に 侵 入 す る と し  
て も 、 粒 子 解 析 装 置 １ の 側 面 に は 漏 出 し に く い 。 こ の た め 、 第 １ の 電 極 ２ ８ と 第 ２ の 電 極  
３ ０ の 間 隔 が 十 分 大 き く 、 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 ３ ２ と 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 ３ ４ の 間 隔 が 十  
分 大 き け れ ば 、 第 １ の 孔 ２ ０ Ａ の 内 部 か ら 漏 出 し た 液 体 が 第 １ の 電 極 ２ ８ と 第 ２ の 電 極 ３  
０ の 短 絡 を 引 き 起 こ す お そ れ が 小 さ い 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 一 方 、 第 ２ の 液 体 ３ ８ が 第 ２ の 孔 ２ ２ Ａ の 内 部 か ら ２ つ の 板 １ ０ ， ８ の 間 で 第 ２ の 電 極  
３ ０ に 沿 っ て 漏 出 し た 場 合 、 漏 出 し た 液 体 は 、 板 １ ０ ， ８ の 壁 で 囲 ま れ た 第 ２ の 電 極 棒 挿  
入 孔 ３ ４ に 侵 入 す る と し て も 、 粒 子 解 析 装 置 １ の 側 面 に は 漏 出 し に く い 。 こ の た め 、 第 １  
の 電 極 ２ ８ と 第 ２ の 電 極 ３ ０ の 間 隔 が 十 分 大 き く 、 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 ３ ２ と 第 ２ の 電 極  
棒 挿 入 孔 ３ ４ の 間 隔 が 十 分 大 き け れ ば 、 第 ２ の 孔 ２ ２ Ａ の 内 部 か ら 漏 出 し た 液 体 が 第 １ の  
電 極 ２ ８ と 第 ２ の 電 極 ３ ０ の 短 絡 を 引 き 起 こ す お そ れ が 小 さ い 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 粒 子 解 析 装 置 １ を 保 管 す る 場 合 に は 、 上 記 の 親 水 化 処 理 さ れ た チ ッ プ ２ ４ を 空 気 か ら 保  
護 す る た め 、 粒 子 解 析 装 置 １ を 真 空 環 境 ま た は 水 中 環 境 に 置 く こ と が 好 ま し い 。 し か し 、  
水 中 環 境 で 粒 子 解 析 装 置 １ を 保 管 す る 場 合 、 孔 ２ ０ Ａ ， ２ ２ Ａ の 内 部 に 侵 入 し た 水 が 液 漏  
れ Ｌ １ ， Ｌ ２ を 引 き 起 こ す お そ れ が あ る 。 粒 子 解 析 装 置 １ の 使 用 の た め 、 水 中 か ら 粒 子 解  
析 装 置 １ を 取 り 出 し て 、 粒 子 解 析 装 置 １ の 表 面 を 布 で 拭 い た と し て も 、 ２ つ の 板 １ ０ ， ８  
の 間 の 液 漏 れ Ｌ １ ， Ｌ ２ を 除 去 す る こ と は 困 難 で あ る 。 こ の 場 合 も 、 電 極 ２ ８ ， ３ ０ の 間  
で 、 液 漏 れ が つ な が る と 、 電 極 ２ ８ ， ３ ０ の 短 絡 が 発 生 し う る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
条 項 １ ．   積 層 さ れ て 接 合 さ れ た 複 数 の 板 と 、
　 前 記 板 の 少 な く と も １ つ に 形 成 さ れ 、 第 １ の 液 体 が 貯 留 さ れ る 上 方 の 液 体 空 間 と 、
　 前 記 板 の 少 な く と も １ つ に 形 成 さ れ 、 前 記 上 方 の 液 体 空 間 の 下 方 に 配 置 さ れ 、 第 ２ の 液  
体 が 貯 留 さ れ る 下 方 の 液 体 空 間 と 、
　 前 記 板 の 少 な く と も １ つ に 配 置 さ れ 、 前 記 上 方 の 液 体 空 間 と 前 記 下 方 の 液 体 空 間 と を 接  
続 す る 接 続 孔 と 、
　 粒 子 解 析 装 置 の 上 面 で 開 口 す る 開 口 部 を 有 し 、 前 記 板 の 少 な く と も １ つ を 貫 通 し て 、 前  
記 上 面 か ら 前 記 上 方 の 液 体 空 間 に 延 び 、 前 記 第 １ の 液 体 が 流 動 す る 第 １ の 孔 と 、
　 前 記 上 面 で 開 口 す る 開 口 部 を 有 し 、 前 記 板 の 少 な く と も ２ つ を 貫 通 し て 、 前 記 上 面 か ら  
前 記 下 方 の 液 体 空 間 に 延 び 、 前 記 第 ２ の 液 体 が 流 動 す る 第 ２ の 孔 と 、
　 前 記 板 の ２ つ の 間 に 挟 ま れ て お り 、 前 記 第 １ の 孔 を 通 じ て 前 記 上 方 の 液 体 空 間 内 の 前 記  
第 １ の 液 体 に 電 位 を 与 え る 薄 板 で あ る 第 １ の 電 極 と 、
　 前 記 第 １ の 電 極 が 挟 ま れ て い る の と 同 じ ２ つ の 板 の 間 に 挟 ま れ て お り 、 前 記 第 ２ の 孔 を  
通 じ て 前 記 下 方 の 液 体 空 間 内 の 前 記 第 ２ の 液 体 に 電 位 を 与 え る 薄 板 で あ る 第 ２ の 電 極 と 、
　 前 記 上 面 で 開 口 す る 開 口 部 を 有 し 、 前 記 板 の 少 な く と も １ つ を 貫 通 し て 、 前 記 上 面 か ら  
前 記 第 １ の 電 極 に 延 び る 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 と 、
　 前 記 上 面 で 開 口 す る 開 口 部 を 有 し 、 前 記 板 の 少 な く と も １ つ を 貫 通 し て 、 前 記 上 面 か ら  
前 記 第 ２ の 電 極 に 延 び る 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 と を 備 え 、
　 粒 子 解 析 装 置 の い か な る 側 面 で も 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 が 露 出 し な い
粒 子 解 析 装 置 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
条 項 ２ ．   前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 粒 子 解 析 装 置 の い か な る 側 面 か ら も 間 隔  
を お い た 位 置 に 配 置 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 条 項 １ に 記 載 の 粒 子 解 析 装 置 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
条 項 ３ ．   前 記 第 １ の 電 極 は 、 前 記 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 の 内 部 で 終 端 し 、 前 記 第 １ の 電 極  
棒 挿 入 孔 の 外 側 の 端 部 よ り も 粒 子 解 析 装 置 の １ つ の 側 面 か ら 遠 く 、 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 前  
記 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 の 内 部 で 終 端 し 、 前 記 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 の 外 側 の 端 部 よ り も 粒 子  
解 析 装 置 の 前 記 １ つ の 側 面 か ら 遠 い
こ と を 特 徴 と す る 条 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 粒 子 解 析 装 置 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
条 項 ４ ．   前 記 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 は 、 前 記 １ つ の 側 面 側 に 内 周 壁 を 有 し 、 前 記 第 １ の 電  
極 は 、 前 記 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 の 前 記 内 周 壁 か ら 離 れ た 端 部 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 は 、 前 記 １ つ の 側 面 側 に 内 周 壁 を 有 し 、 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 前  
記 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 の 前 記 内 周 壁 か ら 離 れ た 端 部 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 条 項 ３ に 記 載 の 粒 子 解 析 装 置 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
条 項 ５ ．   前 記 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 は 、 前 記 １ つ の 側 面 側 に 内 周 壁 を 有 し 、 前 記 第 １ の 電  
極 は 、 前 記 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 の 前 記 内 周 壁 に 接 触 す る 端 部 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 は 、 前 記 １ つ の 側 面 側 に 内 周 壁 を 有 し 、 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 前  
記 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 の 前 記 内 周 壁 に 接 触 す る 端 部 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 条 項 ３ に 記 載 の 粒 子 解 析 装 置 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
条 項 ６ ．   前 記 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 は 、 粒 子 解 析 装 置 の １ つ の 側 面 側 に 内 周 壁 を 有 し 、 前  
記 第 １ の 電 極 は 、 前 記 第 １ の 電 極 棒 挿 入 孔 の 前 記 内 周 壁 を 超 え て 、 前 記 １ つ の 側 面 に 向 け  
て 延 び る 端 部 を 有 し 、
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　 前 記 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 は 、 前 記 １ つ の 側 面 側 に 内 周 壁 を 有 し 、 前 記 第 ２ の 電 極 は 、 前  
記 第 ２ の 電 極 棒 挿 入 孔 の 前 記 内 周 壁 を 超 え て 、 前 記 １ つ の 側 面 に 向 け て 延 び る 端 部 を 有 す  
る
こ と を 特 徴 と す る 条 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 粒 子 解 析 装 置 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
条 項 ７ ．   前 記 第 １ の 電 極 の 周 囲 の 全 体 に わ た っ て 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 の  
直 上 の 板 が 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 の 直 下 の 板 に 液 密 に 接 合 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の 電 極 の 周 囲 の 全 体 に わ た っ て 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 の 直 上 の 板  
が 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 の 直 下 の 板 に 液 密 に 接 合 さ れ て お り 、
　 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 の 間 に は 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 の 直 上 の  
板 が 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 の 直 下 の 板 に 液 密 に 接 合 さ れ て い る 領 域 が 介 在 す る
こ と を 特 徴 と す る 条 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 粒 子 解 析 装 置 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の 条 項 に よ れ ば 、 第 １ の 液 体 が 第 １ の 孔 の 内 部 か ら ２ つ の 板 の 間 で 第 １ の 電 極 に 沿 っ  
て 漏 出 し た と し て も 、 第 ２ の 電 極 に 到 達 し に く く 、 第 ２ の 液 体 が 第 ２ の 孔 の 内 部 か ら ２ つ  
の 板 の 間 で 第 ２ の 電 極 に 沿 っ て 漏 出 し た と し て も 、 第 １ の 電 極 に 到 達 し に く い 。 し た が っ  
て 、 液 体 が 第 １ の 電 極 と 第 ２ の 電 極 の 短 絡 を 引 き 起 こ す お そ れ が 小 さ い 。
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